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久留米大学教授 重 松 俊
1932年学校を卒業した私は一体何科を専門としようかと随分迷つた。郷里の家が代k開 業
医で,亡 父が老齢であつた故余計に苦しんだ.私 は学生時代 より解剖学特に組織学に興味を
持ち,当 時九大 より講師として出張せられて居た故石沢先生 より大変可愛がられ て居 た の
で,先生の教室に入る決心をして居た.処 が丁度其頃先生は長い御病床にあられたので,一
応お断り方汝御見舞に伺つた.先 生は基礎学をや るのは余程の経済力と根気がいるし,臨床
家になるのもいい事だ.好 きな科 目を一生懸命勉強し給え.身 体に充分気を付けてね.と や








其後1940年4月より二,三 の地方の公立病院に勤務し,此 の際には皮膚科及び泌尿器科 の






と云うし,又或教授は年老いて新 しい学問を初 める事に大変同情 もして呉れた.或者は私に
泌尿器科をやらせるのは或一部の教授等が私を追出す手段だと言つて呉れた者も居た.私 は
追出すなら追出され るまで頑張 ろうと答え,叉 田舎の大学は 之だか らいやにな るとも答 え
た.愈 々そう決 まつて見ると,人間誰れしもであろうが,私は皮膚科学に未練があつた.自 分
で買つた書籍の大半は皮膚科学で,泌 尿器科学の書籍なんていうのは僅少しかもつていない
のである.一冊一冊の皮膚科 の書籍にさえ愛着がある.乏 しい俸給から外国書を購入して居
たので思出が多いからである.然 し一度決心 していつまでも未練がまし くあつてはならない
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と,自分を励まし,そ の後2ヵ 年を終た今日ではもうすつか り皮膚病の病名さえむつかしい
名のついたものは忘れてしまつて居 る.いや忘れる様に努力したと言つた方が適当であるか
も分らない.私は現在20代の学生の積 りで勉強して居 る.内外の書籍,雑 誌類 だけ読むにし
ても両科を兼務する事は到底入間業では出来ない.大 学 と云 う処は公立病院の様にただ患者
を診療するだげの場所ではない.学 問す る即ち研究する所が大学であつてみれば,全 然内容
め異 なる両科 を一緒にすべ きでないのは分り切つた事であるのにと,愈汝自分が分離してみ




今後私達の様に分離 した大学に居 る者は未だ然 らざる大学の方に応援して一 目も早 く分離
され る様にしなければならない責任があると同時に,地 方病院に於ける両科の独立 を促進さ
せなければその中心 となる若い医師ほ絶対に困る事である.少 なくも皮膚科 泌尿器科 の看板
を掲げて居 る病院に,両 者の独立を要望する何等かの具体的方法を私達は出すべ ぎ事が急務
である.
終 りに多年の御厚情を頂いて居た皮膚科関係の諸賢え,私信で御挨拶す可 ぎであつたがあ
の当時諸種の事情で失礼して居たので,今 日本誌をか りて御礼を申し,併 せて愈 濯2ヵ 年の
準備時代も過ぎ1957年の輝 しい年を迎え,大 いに研究努力しようと張切つて居 ることをお誓
い申す次第である.
本 誌 の た め に
本誌2巻,4号に市 川教授は此の種の専門雑誌が多過 ぎる様 に述べ られた事を読 んだが,私
はそうは思わない.「外科領域」は別 として,泌 尿器科だけの雑誌は本邦に本徳と学会雑誌
の二冊あるに過ぎない.他 の二冊は皮膚科 と合同である.両科の分離が問題 となつて居る今
日,非常に微汝たる事であるかも分らないが,こ うした事は どんなものであろ うか."雑 誌
位は"と言われ る方が居られるかも分らないが,か かる事も勇離問題に悪影響を及ぼして居
る事を私達泌尿器科医は知 る可きではあるまいか.私 みた様な関係で独立 した者は殊更にそ
う感ずるのである.甚だ勝手な言い分であるが,た だ私が本誌 に希望 する事は本 交を 欧 丈
(英,独,仏,伊,西,露 いずれでもよい)に して,抄 録を和丈にしていただき慶い.或人
は言うかも知れない.Urologiainternationalisがあるから別にそうしな くつてもと.然




大 した事もあるまいと想像される・私 は外国人がよんで くれる専門雑誌がほしいのである.
日本諮が国際語になつて居ないならばぜひそうした雑誌が必要で,之 で始めて丈化の交流 と
云 う事 もあり得 るかと思われる・現在私の教室に来て居 る泌尿器専門の外国雑誌は6冊 であ
って・本年より別に2・3冊 追加する様にして居 るが・之では交流 どころか依然 として押 さ
れ気味である.
本誌は内容 も充実 しているし活字・体裁其他上品な感 じのいい雑誌であるが,1957年の年
疎 あたつて稲田獺 に以上の事を特に御願レ藪 して置き度レ・.そして盈 本誌の御発展を
御祈 りする次第である,
暴 言 多 謝
